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５月23日（日）Ｐ会場　午後1:00～5:00

調理済み・半調理済み食品の利用状況および利用度別イメージについて

一新潟県の場合一

新潟大教育○高橋洋子、勝田啓子

　目的：　食環境の変化を探る指標のひとつとして、調理済み食品・半調理済み食品をと

りあげ、それらの食品のイメージ（連想する言葉）と利用状況（購入頻度・用途）を尋ね

るアンケート調査を行い、イメージについては日本調理科学会平成３年度大会で報告した。

本報では、禾蝿状況および利用度の高低によるイメージの相違について報告する。

　方法：　市販のそう菜、持ち帰り食品、冷凍食品、インスタント食品、レトルト食品の

５種類の食品について、代表的な品目を数種ずつ示し、矛IJ用状況を尋ねた。さらに、購入

頻度から不朝度を算定し、居住地・家族の世代数・主婦の就業mm度に影響する度合を

検討するとともに、矛q用度別に食品のイメージを比較した。なお、調査対象は大学生の子

をもつ新潟県内在住の母親とし、lie時期は1990年6月、配布総数840、回収蔀518であった。

　結果：過半数の家庭で購入されていた品目は、そう菜の漬物類・コロッケ・天ぷら･フラ

イ類・紋子類・佃煮類・肉類と、インスタント食品のラーメン類であった。週１～２回・

週３～４回の高頻度利用も、そう菜に多く見られた。用途では、インスタントラーメンは

昼食に、持ち帰りフライドチキンは夕食に、最も多く矛'i用されていた。また、多世代家庭

ではそう菜が、就業主婦の家庭ではそう菜・冷凍食品・レトルト食品が多くn用されてお

り、持ち帰り食品については店舗の少ない地域での利用力沙なく、いずれも有意差が認め

られた。さらに、連想される言葉では、どの食品についても、不邨が多い層では具体的な

食品名を挙げる傾向力弓喪く、矛蝿力沙ない層ではマイナスイメージや無回答が多く、中間

層ではプラスイメージ・マイナスイメージとも多く挙げられた。

2Pp-2 　「コロッケ」に関する明治・大正時代の文献的考察

昭和女大家政　　○佐々木淳子　加藤澄江

＜目的＞　コロッケはライスカレー、カツレツと共に「明治の三大洋食」と呼ばれ、庶民

　に親しまれてきた料理である。飽食の時代といわれる現代においては決して珍重される

　ものではないが、大正時代には「コロッケの唄」という流行歌まで作られて一躍脚光を

　浴びたものである。このコロッケの定義を明確にし、我が国の料理文献にいつ頃から登

　場して明治・大正時代にはどのように紹介されてきたのか、当時の時代背景をふまえて

　考察した。

＜方法＞　明治時代並びに大正時代発行の食文化主要著作物の中から20数種類を無作為に

　抽出して、コロッケの名称、製法の有無、特徴について文献的検索を行なった。また、

　時代背景を知るためには『近代日本食物史』をはじめ世相史などを参考にした。

＜結果＞　コロッケはフランス語のクロケット[croquette］が日本式になまって発音され

　るようになったもので、日本では馬鈴薯に２割程度の挽肉を混ぜたものを指すことが多

　い。明治５年発行の敬学堂主人による『西洋料理指南』における「ガンモドキノ如キモ

　ノ」が、我が国の料理文献に最初に登場したコロッケではないかと思われる。文献によ

　っては、分量の記載もなく説明が簡単であったり、現在のコロッケとは異なる様相を呈

　するものも見られた。やがて、時間と手間はかかるが製法が単純であること、米飯の淡

　泊な食味にも適合したことが要因となり、著名な料理家から一般の人々に至るまで材料

　や形にも工夫がなされるようになった。これにより、庶民には縁遠かった西洋料理が惣

　菜料理として定着するようになった。
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